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　第86巻 2号では，総説 1編，原著 1編，症例報
告英文 1編，研究紹介 1編，千葉医学会例会報告
2編を掲載させていただきました。
　整形外科学の江口和先生らの総説「腰椎椎間孔
狭窄の診断」は，この疾患は画像診断法が進歩し
た現代でも見落とされやすいとのことで，著者ら
の拡散強調MRIの臨床応用が期待されます。個々
の症例で臨床症状，理学所見，画像診断を総合し
て診断するこの分野の高い専門性に驚かされま
す。私の医学生時代，整形外科の病棟実習で腰部
脊柱管狭窄症の患者さんの画像を教授の前で正確
にプレゼンテーションできなかったのを思い出し
ます。
　市川市医師会健診検討研究会の渡辺東也先生ら
の原著「住民健診からみた代謝障害の頻度とメタ
ボリックシンドロームの合併－市川市基本健康診
査の解析 （1）－」は，市川市の 1万人以上の住民
健診のデータを解析したもので，BMI，ウエスト
周囲径，血圧，血糖値など各年代の平均値が男女
別に載っております。このような本格的な大規模
な疫学調査も千葉医学雑誌として歓迎しておりま
す。ちなみに私の値と比較して，かなりまずいと
思いました。
　形成・美容外科のSato Chiho先生の英文症例
報告 “A case of closure of entire hard palate 
defect after palatoplasty-Tongue flap repair and 
its clinical results 6 years postoperatively” は，
口蓋の全欠損を舌弁と欠損部周囲の turned-upで
再建した画期的な再建方法です。
　研究紹介では，病原分子制御学（旧微生物学第
二講座）が紹介されています。講座の簡単な歴史
の後に，伝統を引き継いだ様々な毒素研究の概要
がコンパクトに紹介されています。学生時代の人
間味溢れる加藤先生の名講義を思い出します。
　皆さんご存知のことと思いますが，千葉医学雑
誌（Chiba Medical Journal）が2008年度分から，
Scopusで検索できるようになりました。Scopus
で文献検索しておられる先生は一度Source Title
でChiba Medical Journalといれて検索してみて
ください。また，論文執筆中で関連文献として，
Chiba Medical Journalの論文が出てくれば，積
極的に引用していただければと思います。皆さん
の協力でCitationの数が増えていけばと思ってお
ります。 （編集委員　松江弘之）
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